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チアゾール系加硫促進剤について (3) [SBR 配合］

先に 1. 2), チアゾール系加砿促進剤である MDCA と

M-60-0T のNRの硫黄加硫における加硫性能， 加硫ゴム物

性 ， 圧縮永久ひずみについて紹介した ． 今回は， SER の

硫黄加硫における MDCA と M-60-0Tの加硫性能について

紹介する．

表1にム ー ニ ー スコ ーチの結果， 図1及び図2に加硫曲

線を示す加硫トルクは， [CZ] > [MDCA, M-60-0T] 

> [Ml となり CZが最も閥< , MDCA, M-60-0T はほ

ぽ圃等になる， SERの場合， M は最もスコ ーチタイム (t5)

が長く， 加硫速度も遅い， MDCA, M-60-0Tはほぼ同等

の加硫性能を有し， スコ ー チタイムが短く， 加硫も速い，

実験

t 配合

SER カーボンマスターバッチ※ I )52, 酸化亜鉛 5, ステア

リン酸1, 6C 1, 硫黄 2, /J口硫促巡剤変埜

※ 1DIAPOL WMB S910 (三菱ケミカル株式会社）

2. 試験項目

(1)加硫試験；レオメ ー タ ー MDR2000, 160℃

(2) ム ー ニ ー スコ ー チ； ML 135℃ 
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図 1 /JII硫曲線（配合触 l.Ophr)

30 

参考文献

1) NOC 技術ノ ー ト No.682: 日本ゴム協会誌 90, 会告

399 (2017)

2) NOC 技術ノ ー ト No.683: ti本ゴム協会誌， 90, 会告

433 (2017)

ここに記載した内容は ， 細心の注意を払って行った試験

に基づくものでありますが結果をすべて確実に保証する

ものではありません ．

加硫促進済u 1.0phr l.Sphr配合触

Vm t5 Vm t5 
[min] [min] 

M 53 11.7 53 10.6 

MDCA 56 5.4 58 4.0 

M-60-0T 55 5.9 57 4.3 

CZ 52 10.2 52 9.3 
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表］ ム ー ニ ー スコ ー チ
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図 2 加硫曲線（配合賊 1.5phr)
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